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IntCal13 に Netherland oak（670-804 cal BP）、
Irish oak（1140-1710 cal BP）、Bristlecone pine
（2300-2750 cal BP）、German oak（2600-2640、 3060-
3660 cal BP）などのデータが追加され、IntCal09 に
比べ若干の見直しが行なわれている。南半球では
Tasmanian Huon pine（855-2115 cal BP）、New 
Zealand kauri（955-2145 cal BP）などの測定が新た
に行なわれ、SHCal13 3）ではこれまでモデル計算に
よってきた 1000-2000 cal BPの実データによる充実
が図られた。樹木年輪は太陽活動の 11 年周期による























































報告された炭素 14 年代を、較正曲線 IntCal13 お
よび SHCal13 に対してプロットしたグラフを示す
（図 1）。AD1960 から AD1990 の試料は大気圏内核実
験の影響をうけて高い 14C濃度となり、グラフでは
下方に外れ表示されていない。AD 1863-1867 と AD 
1878-1882 の 2 試料は異なるブロック（G、 H）の年
輪を測定したが、測定値は誤差の範囲で一致した。
伊勢神宮スギ年輪の炭素14年代が IntCal13に沿っ









図 1　 伊勢神宮スギ年輪の炭素 14 年代を、1σの測定誤差とともに淡色で示す。実線で示した IntCal13、点線で示
したSHCal13 に沿う時期は限られているが、黒丸で示した水月湖の年縞堆積物の炭素 14年代とは合致する
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中 14C濃度が IntCal13 に代表される北半球中緯度地
域の値よりも低かったことを意味し、その要因の一
つに南半球大気の混入が挙げられる。しかしながら







Nakamura et al. は AD1413-1615 の屋久スギおよ




するにとどまっている 6）。一方で図 1 に示したよう
に、数点の測定に限られるものの水月湖の年縞堆積




宮城県の T寺山門柱年輪（図 2）は、17 世紀前半は
IntCal13 の急峻な時期に沿っているものの 18 世紀は
乱れている。また、新潟県の S建物梁年輪（図 3）




















測定を行ない、AD1540 から AD1990 の結果を得た。
AD1955 以前の炭素 14 年代について IntCal13 に沿う
時期は限られ、むしろその上下に分布している。既
図 2　 宮城県 T寺山門柱年輪の炭素 14 年代（黒丸）
を伊勢神宮スギ年輪（淡色）上に配する。背景
は IntCal13



















化財科学会第 32 回大会において発表 9）された。
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